松下団地内にある未利用市有地の利用について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２２．１．３１　大森
１　はじめに
　前回のざっくばらん会で、「団地内の空き地（市有地）を利用して自治会館（コミュニティーハウス？）を建てることを検討してみてはどうか」という提案が小野寺さんからありました。　その発言を受けて、土地が実際にどうなっているのか、借用の可能性があるのか、などを調べてみましたので、その結果をご報告します。
２　調査方法
1 横浜市及び保土ヶ谷区のホームページ（サイト内検索）
2 保土ヶ谷区役所市政推進課訪問（１月１３日　丹野自治会長に同行して頂きました）
３　調査結果
1 当該地は、市民が活用できる「横浜市の未利用公益用地の貸出制度」の対象地としてリストアップされ、ホームページに写真を含む土地情報が掲載されています。
（地番は上菅田町１１１４番３２、面積は４７５．２５㎡、位置は下図）
2 土地は、町づくりや住民交流の場づくりを使用目的とする団体に市が貸し出す。
具体的には、菜園、花壇、防災用品置き場、自治会館敷地など。短期の貸し出しも可。
3 借り手は自治会または自治会の承認を受けた住民団体。
何れの場合も近隣住民の同意を得ることが条件。
4 借用料金は使用目的や借用団体の種別によって異なり、月額２０円／㎡または
月額４０円／㎡。ただし２～３日の短期利用の場合や防災器具置場としての利用の場合には無料。また、会館建設の場合には、別途敷金２万円／㎡が必要。
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４　調査結果を受けて


　横浜市には、１２００万円を限度として自治会館建設費用の半額を補助する制度が有りますが、それにしても建設するとなると多額の出費が伴うので、いきなり建物建設の話までもって行くのは難しいかもしれません。


仮にそうであっても、折角使える土地があるのですから、このまま放って置くのも残念な気がします。


例えば自治会として借りて、有志２０名が５００円／月を負担するような形なら花壇や菜園として使用出来るでしょうし、知恵を絞れば、その他にも有効な利用方法があるかもしれません。
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